
条 船舶設備規程 告   示 解説 

第 13号表  コンテナの荷重試験 （第３１１条の１８関係） 
(１) つり上げ又は持上げ試験 

荷重を負荷する箇所 荷重を負荷する方向 荷重の大きさ 荷重を負荷する方法 

上部すみ
金具によ
りつり上
げる場合 

上部すみ金
具 

長さ３メートル
以下のコンテナ 

水平面に対し６０
度上方向 

鉛直方向の分力が最大総重量
の２倍（上部すみ金具１個あた
りの鉛直分力は、最大総重量の
２分の１）となる大きさ 

１ 荷重を静かに負荷し、つり上げ後５
分間静止させること。 
２ 床への荷重は、床全体に均等に負荷
すること。 

長さ３メートル
を超えるコンテ
ナ 

鉛直上方向 

床 鉛直下方向 最大総重量の２倍から自重を
ひいた大きさ 

下部すみ
金具によ
りつり上
げる場合 

下部すみ金
具 

長さ六メートル未満のコンテナ 水 平 面
に 対 し
６ ０ 度
上方向 

鉛直方向の分力が
最大総重量の２倍
（下部すみ金具１
個あたりの鉛直分
力は、最大総重量
の２分の１）とな
る大きさ 

１ 荷重を静かに負荷し、つり上げ後５
分 
間静止させること。 
２ 床への荷重は、床全体に均等に負荷
すること。 長さ６メートル以上９メートル未満の

コンテナ 
水 平 面
に 対 し
４ ５ 度
上方向 

長さ９メートル以上１２メートル未満
のコンテナ 

水 平 面
に 対 し
３ ７ 度
上方向 

長さ１２メートル以上のコンテナ 水 平 面
に 対 し
３ ０ 度
上方向 

床 鉛直下方向 最大総重量の２倍から自重を
ひいた大きさ 

フォーク
ポケット
により持
ち上げる
場合 

フォークポ
ケット 

鉛直上方向 最大総重量の１．２５倍（１ポ
ケツトあたりの荷重は、最大総
重量の０．６２５倍）の大きさ 

１ 使用されるフォークと同じ幅を有
する硬質の棒を、各フォークポケット
に、フォークポケットの長さの４分の３
まで水平に差し込みコンテナを持ち上
げることにより、フォークポケットに荷
重を負荷すること。 
２ 荷重を静かに負荷し、持ち上げ後５
分間静止させること。 
３ 床への荷重は、床全体に均等に負荷
すること。 

床 鉛直下方向 最大総重量の１．２５倍から自
重をひいた大きさ 

右記以外
のものに
よる場合 

管海官庁の適当と認めたところによること。 

(２) 積重ね試験 
荷重を負荷
する箇所 

荷重を負
荷する方
向 

荷重の大きさ 荷重を負荷する方法 

上部隅金具 鉛直下方
向 

最大積重ね量の１．８倍の
大きさ 

１ 水平で硬質の平面上にコンテナを置くこと。 
２ 外部より荷重を負荷する平面は、当該荷重が負荷される上部隅金具上の平面と同
一寸法とすること。 

３ 荷重を負荷する平面は、当該荷重が負荷される上部隅金具上の平面から、それぞ
れ、長手方向に３８ミリメートル、横手方 向に２５ミリメートル平行移動した４
平面とすること。 

４ 床への荷重は、床全体に均等に負荷すること。 
５ 扉を有するコンテナにあっては、一の扉を取り外した状態においても荷重を負荷
すること。 

床（タンクコ
ンテナの床
を除く。) 

鉛直下方
向 

最大総重量の１．８倍から
自重をひいた大きさ 

(３) 屋根試験 
荷重を負荷する箇所 荷重を負荷する方向 荷重の大きさ 荷重を負荷する方法 

屋根の外面で強度がもっとも弱い
箇所の一辺６００ミリメートル、他
辺３００ミリメートルの方形の部
分 

鉛直下方向 ３００キログラ
ム 

１ 水平で硬質の平面上にコンテナを置くこと 
２ 荷重は、均等に負荷すること。 

(４) 床試験 
荷重を負
荷する箇
所 

荷重を
負荷す
る方向 

荷重の大
きさ 荷重を負荷する方法 

床 鉛直下
方向 

５，４６
０キログ
ラム 

１ 水平で硬質の平面上にコンテナを置くこと。 
２ １車軸あたりの重量が５，４６０キログラム（１車輪あたりの重量は２，７３０キログラム）の試
験装置を移動させて荷重を負荷すること。なお、この装置は、車輪の幅１８０ミリメートル、１車輪あ
たりの接地面積１４２平方センチメートル、両車輪の中心間距離７６０ミリメートルのものとすること。 

(５) 横手方向ラッキング試験 

  



荷重を負荷す
る箇所 

荷重を負
荷する方
向 

荷重の大
きさ 荷重を負荷する方法 

１側面にある
２個の上部隅
金具 

横手方向 設計時に
計画され
たラッキ
ング荷重
と等しい
大きさ 

１ 水平で硬質の平面上にコンテナを置くこと。 
２ コンテナを４個の下部隅金具により鉛直方向に緊締し、かつ、荷重を負荷する上部隅金具が
ある側面と反対側の側面にある２個の下部隅金具により水平方向に緊締すること。 

３ コンテナに圧縮荷重及び引張荷重を個別に負荷すること。 
４ 扉を有するコンテナにあっては、一の扉を取り外した状態においても荷重を負荷すること。 
５ コンテナの各端面が左右対象である場合は１の側面の上部隅金具についてのみ荷重を負荷
すればよいが、その他の場合は各側面にある上部隅金具について荷重を負荷すること。 

(６) 長手方向緊縮試験 
荷重を負荷す
る箇所 

荷重を負
荷する方
向 

荷重の大きさ 荷重を負荷する方法 

１端面にある
２個の下部す
み金具 

長手方向 最大総重量の２倍(下
部すみ金具１個あた
りの荷重は、最大総重
量)の大きさ 

１ コンテナを、荷重を負荷する下部すみ金具がある端 
面と反対側の端面にある二個の下部すみ金具により鉛直方向及び水平方向に緊締す
ること。 

２ コンテナに圧縮荷重及び引張荷重を個別に負荷すること。 
３ 床への荷重は、床全体に均等に負荷すること。 床 鉛直方向 最大積載重量と等し

い大きさ 

(７) 端壁試験 
荷重を負荷
する箇所 

荷重を負荷
する方向 

荷重の大き
さ 

荷重を負荷する方法 

端壁 端壁の内側
に垂直外方
向 

コンテナの
最大積載重
量の０．４
倍 

１ 荷重は、端壁に均等に負荷すること。 
２ 両端壁の形状、材料等が同一の場合は、１の端壁に のみ荷重を負荷すればよいが、その他の
場合は、各端壁に同時又は個別に荷重を負荷すること。 

３ 側面が開放し、又は側面にとびらを有するコンテナ 
にあっては、各端壁に個別に荷重を負荷することとし、この場合は、荷重の反作用力は、コンテ
ナの底部で吸収すること。 

(８) 側壁試験 
荷重を負荷
する箇所 

荷重を負荷
する方向 

荷重の大き
さ 

荷重を負荷する方法 

側壁 側壁の内側
に垂直外方
向 

最大積載重
量の 0.6倍 

１ 荷重は、側壁に均等に負荷すること。 
２ 両側壁の形状、材料等が同一の場合は、１の側壁にのみ荷重を負荷すればよいが、その他の
場合は、各側壁に個別に荷重を負荷すること。 

３ オープントップコンテナは、上部を使用時の状態にして荷重を負荷すること。 
４ 側壁に負荷する荷重の反作用力は、コンテナのすみ金具又はすみ構造物で吸収すること。 

備考１ この表において使用する用語は、船舶安全法施行規則において使用する用語の例による。 
２ コンテナの荷重試験は、管海官庁がこの表の試験と同等の効力を有すると認めた場合は、その指示すると
ころによることができる。 

 


